ましたら、 誰でも 開いた 口が 塞がらないでしょう。 

私 は 大正 X 年の 夏の 初めに、 原因不明の 仮死 状態に 

陥った まま、 北海道 は 石 狩 川の 上流から、 大雨に 流さ 

れて 来た、 一個の ルンペン 屍体に 過ぎなかった のです 

ま うま う ま 

…… しかも 頭髪 や 鬚 を、 蓬々 と 生やした 原始人 その ま 

まるはだか こす 

まの 丸裸 体で、 岩石の 擦り傷 や、 川魚の 突っき 傷 を、 

全身 一面に 浮き 上らせた まま、 エサ ゥシ山 下の 絶勝に 

臨む、 炭坑 王 谷 山家の、 豪華 を 極めた 別荘の 裏手に 流 

れ 着いて、 そこに 滞在して いた 小 樽 タイ ムスの 記者、 

ぼう 

某の 介抱 を 受けて いるう ちに、 ャット 息を吹き返した 

無名の 一 青年に 過ぎなかった のです。 



角の 告白が テン キリ 型な しにな つ てし まう のです が、 

しかし 同時に、 それが ホン トウに 意外 千万な、 奇怪 極 

まる 事実で あれば ある だけ、 それだけ 谷 山家の 固い 秘 

密 として、 今日まで 絶対に 外へ 洩れなかった もの …… 

と いう 事実 だけ は ドウ 力お 認め を 願いたい と 思う ので 

す。 殊に 内地と 違いまして 未開 野蛮な …… むしろ 神秘 

的な 処の 多い 北海道の 出来事です からね。 その 辺のと 

しんしゃく 

ころ を 十分に 御 斟酌 下す つて、 お聴き 取り を 願い ま 

したならば、 このお 話が ョタ か、 ョタ でない か …… 精 

神 病患 者の スバ ラシィ 幻 想 か、 それとも 正気の 人 

も ff: 力た リ 

間が 告白す る、 明確な 事実 譚 かとい うこと は、 話の 



残忍な 方法で もって、 私の 運命 を 手玉に 取るべく、 ソ 

口 ソロと 手 を 伸ばし かけて いた 悪魔と いうの は、 誰で 

いのち 

もない。 その 生命の 親 様だった のです。 谷 山家の 獅子 

はんきち が い 

身中の 虫と なって、 私 を 半 狂人になる まで 苦しめ 抜く 

計画 を、 冷静に めぐらし ていた ケダモノが、 その 新聞 

記者だった のです。 …… ええ …… そうです ね。 それ 

じゃソ イツの 名前 を 思い出す まで 仮り に A とで も 名 付 

けて、 お 話 を 進めて おきます かね。 

何でも その A という 男 は、 谷 山家の 内情に 精通して 

いる、 お出 入り 同様の 新聞記者で、 熊 狩 や、 スケ ー ト 

の 名人 だと 自称して おり ましたが、 それ は 恐らく 事実 



わがまま もの 

も 兄弟 も 無い 有名な 我儘 者で、 同時に 小 樽から 函 館へ 

かけた、 社交界の 女王と 呼ばれて いた、 龍 代さん と 称 

する 二十 三 歳になる 令嬢が、 小母さんと 称する、 中年 

の 婦人 を 二三 人お 供に 連れて、 愛別から 出来た 新道 を 

ドラ イヴしながら、 突然に、 エサ ゥシ山 下の 別荘へ 遣つ 

て 来たので す。 そうして 私 は 間もなく、 その 令嬢のお 

眼に 止まる 事に なった のです …… ええ。 そうなんです 

…… お 話の テム ポが 非常に 早い ようです が、 事実です 

から 致し方が ありません。 尤も 後から 聞いて みます と、 

その 我儘 女王の 龍 代さん は、 小 樽の 本宅に 廻って 来た 

A 記者の 報告に よって、 私の 事 を 承知す る や 否や、 た 



まらない 好奇心に 馳られ たらしく、 何も彼も：^ つたら 

かして、 私 を 見に 来た もの だそう です が、 しかも 来て 

見る や 否や タッタ 一 眼で、 氏 も 素性 も 知れない 風来坊 

の 私 を 捉まえて、 死んでも 離さない 決心 をした という 

のです から、 その 我儘 さ 加減が 如何に 甚 しい ものが 

あつたかが、 ァラ カタお 察し 出来る でしよう。 

のろ 

どうも 惚け を 申 上る ようで 恐れ入り ますが 

しかし 又 一方に、 私 も 私です。 只今 申しました 通りに 

過去の 記憶 を 喪失して いる こと を ハツ キリ 自覚して い 

たんです から、 万一、 ズット 以前に 約束した 女が 居 は 

しなかった か …… ぐらいの 事 は、 その 時に チ ヨット 考 



えてみ る 必要が あつたか も 知れない のです が、 ミ ジン 

も そんな 事に 気が付かずに …… むろん 私共の 背後で、 

A が 赤い 舌 を 出して いよう なぞと は 夢にも 気付かない 

まま、 妖艷 潑剌を 極めた 龍 代の 女王ぶ りに、 魂 を 奪わ 

れて ばかりお りました の は、 何とい つても 一生の 不覚 

でした。 或は これが 運命と いう ものだった かも 知れ ま 

せんがね。 …… ハハハ …… 。 

その 結果 は、 改めてお 話す る 迄 もな く、 世間 周知の 

事実です から 略させて 頂きます。 ただ 私が その 龍 代の 

超 特級な 我儘と、 A 記者の 不思議な ほど 熱心な 仲介に 

依りまして、 谷 山家の 養子に 納まる 事になります と、 



のみならず どこの 馬の骨 か、 牛の 糞 かわからない 風 来 

坊の 川流れ を、 よく 調べ もせずに 炭坑 王 後継者と して 

承認した か …… という 理由が ハツ キリ 判明った のです 

が …… 斯様 申しましたら 先生 は、 もう ァラ カタ 事情 を 

お 察しに な つてい るでしょう。 

谷 山家 は、 容易に 他家と 婚姻 出来ない、 n| まわしい 

病気 を 遺伝した 家柄な のでした。 そうして その 血統と、 

財産と が、 同時に 絶滅し かけて いたと ころ を、 私のお 

蔭で 辛うじて、 繋ぎ止め たという 状態な のでした。 

ところが その 危なっかしい 血統が、 龍 太郎の 誕生に 

よって ャット 繋ぎ止められ たと 思う 間もなく、 龍代自 



身の 肉体に、 早く も その^ま わしい 遺伝病の 前兆が、 

あらわれ 初めた ことが わかりました ので、 まことに 申 

訳無い が 貴方に … … つまり 私に です ね … … 情ない 姿 を 

お見せし ない うちにお 別れす る 決心 をし ました。 これ 

わたし なにとぞ 

が 妾の 最後の 我儘です から、 何卒お ゆるし 下さい。 

だま 

…… 妾 は 貴方 を 欺すまい とした 妾の まごころ を、 欺し 

得ないで 貴方と 結婚し ました。 その 深い 罪のお 詫び は、 

仮令、 この 儍 ない 玉の緒が 絶えましても キットお 側に 

付添うて 致します。 …… お別れしたくない …… 子供の 

事 を 呉々 もお 願いし ます。 妾の まごころ を タッタ 一人 

す 力 

信じて 下さる 貴方のお 心に、 ぉ鎚 りして 死んで 行き ま 



す。 今 はた だ 天道様の 無情 を怨 むば かり …… といった 

ような、 それ は それ は 哀切 を 極めた もので したが、 そ 

の 文句に は 全く 泣かされ ましたよ。 ハ ハイ。 昔の 我儘 

は アト カタ もない。 …… 透きと おる ほどの 純情と、 理 

智 とに 責められた …… 弱々 しさと 美し さとに 満ち 満ち 
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もうとう 

むろん その 時 も 私 は、 谷 山家 を 出る 考えなん か 毛頭 

ありませんでした。 ハイ。 世の中の 事 はすべ て 運命で 

すから ね。 

しかし 谷 山家の 連中 は その 時に、 トテモ 狼狽したら 

しいので す。 何しろ、 一生懸命 になって 秘し 匿して い 



れは 薬草 採りが 見当違い をし たんだ。 大方 北 見境に 

居る 獵師の 家 を 遠くから 見たん だろう …… なぞと 茶化 

あんばい 

してし まう 者 も 居る …… といった 塩梅で、 サッ パリ 要 

領を 得ない ままに、 噂ば かりが ャ タラに 高ま つ て 行つ 

た。 

そのうちに その 評判が、 トゥトゥ 新聞社の 耳に 這 入 

ると、 ィ ョィョ 騒ぎが 大きくな つてし まった。 結局 A 

が 奉公して いた 小 樽 タイ ムスの 政敵、 函館 時報 社の 飛 

行 機で 撮影され た、 その 家の 鳥瞰 写真が、 紙面 一 パイ 

に 掲載され る ことにな つたが、 その 写真 をよ く 見る と 

くさぶき 

それ は 明らかに 日本人が 建てたら しい 草葺小 舎で、 外 



私の 戸籍が 偽物で ある こと は、 私の 生れ 故郷の 村 役 

場に 御 照会 下されば 一 目 瞭然す る ことです。 その 戸籍 

面 を 偽造して、 私 を 初め 谷 山 一家の 人々 を 欺いて いた 

のが、 誰でもない、 新聞記者の A だった のです からね。 

私が 二度目の 結婚 問題に 差し迫られた まま、 旅行に 

カコ 付けて 家 を 飛び出し たの も、 かつ は 誰に も 知れな 

いように A に 面会して みたかった からでした。 A は そ 

の 頃、 小 樽 タイム スを罷 めて、 九州 地方 をゥロ 付いて 

いると いう 噂でした からね。 何 かしら 私の 過去に 就い 

て、 探りに 行った のじ やない か …… といった ような 気 

がした からです。 それから 二 S 目に、 モウ 一度 家 を 脱 



け 出した 時 も、 そうした 潜在意識に 支配され ていたの 

でしよう。 何となく 石 狩の 上流に 行って みたい。 そう 

したら 何もかも わかる に 違い無い …… といった ような 

気持に なった からでした。 

併し、 最早 そんな 無駄骨 折 をす る 必要 は 無くなり ま 

した。 私が 完全に 過去の 記憶 を 回復して いるので すか 

らね …… 同時に、 そのお 蔭で、 谷 山家の 養子 事件 を 

裏面から アヤ ッリ 廻して 来た、 冷血 残忍な A の 手の 動 

きを、 ハツ キリと 見透かしながら、 お 話す る 事が 出来 

るの ですからね …… 。 

はたな かしょう さく 

私 は 福岡県 朝 倉 郡の 造 酒屋、 畑 中正 作の 三男で、 



引裂かれて もお 話 出来ない のです。 …… が …… とも か 

くも そのような 事情で、 首尾よく 逮捕の 手 をの がれ ま 

した 私 は、 彼女と 共に 石 狩 川の 下流 を 越えまして、 例 

の 絶対 安全 の 神秘 境 に 恋の 巣 を 営む ことにな つたので 

もっとも コンナ 風に 話して 参ります と、 何の こと は 

とぎばなし 

ない お 伽話 みたよう な 筋道に な つ てし まいます が、 

併し、 そこまで 来る 間の 私共の 辛苦 艱難と、 それから 

のち まさ 

後の 孤軍奮闘 的 生活と いったら、 優に ロビンソン -ク 

ル— ソ ー 以上の 奇談 を 綴る に 足る ものが あつたの です 

よ。 



りました が、 思いがけない 西北の 方角から、 遠雷の よ 

うな 物音が 近付いて 来ます と、 踊る ような 恰好 をして 

うち 

逃げ 迷って いる 子供 等と 一所に、 慌てて 家の 中へ 逃げ 

のきした 

込んだ ものです。 そうして 軒下に 積んだ 寝床 用の 枯草 

の 中から、 青い 青い 石 狩 岳の 上空に 消え失せて 行く 機 

影 を 見送つ ている うちに 何 か 知ら タマラない 不吉な 予 

感に 襲われました ので、 ホ— ッと 溜息 を 吐いて おり ま 

すと、 その 背後から 久美子 も ソッと 不安気な 顔 を さし 

出して、 

I 妾 達 を 探しに 来たの じ やないで しょうか」 

と 云った ものです。 それ を 聞く と 私 は、 思わず ドキ 



ン としまし たが、 しかし 顔で はサリ 気な く 微苦笑し ま 

して、 

「ナァ 二。 俺た ちみた ような 人間 を 探す のに、 ヮザヮ 

ザ あんな 大袈裟な 事 をす る もんか。 しかも 今頃に なつ 

て …… ハハハ …… 」 

と 打消す に は 打消した ものの、 それでも 押え 切れな 

い 不吉な 胸騒ぎ を ドウす る 事 も 出来ない まま、 立ち竦 

ん でいた ことでした。 

のち 

私 は それから 後、 四 五日の 間と いう もの、 ドウして 

も 遠くに 出歩る く 気がしなかった ものです。 むろん 写 

真まで 撮られて いような ぞいう 事 は、 夢にも 気 HE きま 



です。 

この 時に 私 を 撃ち 落した 洋装の 青年が、 最前お 話し 

ました 新聞記者の A であった こと は、 申す まで も あり 

ません。 同時に、 この 時に 響いた 二三 発の 銃声 こそ は 

A が 私の 運命 を 手玉に 取り 初めた、 その 皮切りの 第一 

着手であった こと も、 トツ ク にお 察しが 着いて いる こ 

とでしょう。 

但 …… ここで チヨ ット お断りして おきた いのは、 

この 時まで A が、 私に 対して、 別段に、 深刻な 野心 を 

持って いなかった 事です。 むしろ A は 私と いう 奇妙な 

人間 を 発見して、 タマラ ナイ 好奇心 を 挑発され て 行く 



うちに、 いつの 間に か 悪魔 的な、 残虐 趣味の 世界へ 誘 

い 込まれて 行った もの …… と 考えて やった 方が 早 わか 

りする 事です。 

手早く 申します と A は、 新聞記者 一流の 功名心に 駆 

られた 結果、 夏の 休暇 を 利用して、 旭岳の 麓の 一 軒屋 

の 怪奇 を 探りに 来た 人間に 過ぎなかった のです。 …… 

政敵、 函館 時報 社の 飛行機に 先鞭 を 付けられて、 

地 団太を 踏んで いた 小 樽 タイ ムス 社と、 その 後援者と 

もい うべき 谷 山家の 援助 を 受けまして、 畳 ボ— トと、 

食糧と、 それから 腕に おぼえの ある 熊 狩 用の 五 連発 

ライフル かつ しんえん きゅうたん 

旋条銃 を 担ぎながら、 深淵と、 急潭 との 千変万化 を 極 



めた 石 狩 川 を 遡 つて 来た 訳でした が、 幸運に も その 

一 軒 家の 主人公ら しい 怪人物 を 発見す ると 間もなく、 

取り逃が しそうに なりました ので、 思い切って 私 を 

いかく 

威嚇すべく、 頭の 上 を 狙って 二三 発、 実弾 を 発射した 

ものに 過ぎませんでした。 

ですから A が、 その 時に ドレく らい 狼狽 致し たかは、 

御 想像に 難くない でしよう。 すぐに 畳ボ —， ^を 押し出 

して、 危険 を 犯しながら 激流の 中 を 探し まわりました、 

そのうちに、 どうしても 私の 死骸が 見付からない 事が 

わかり ますと、 今度 は タマラ ナイ 空恐ろしい 気持に 

な つ て 来ました。 



A は 度々 申しました 通り、 冒険 好きの 新聞記者です。 

つまり 普通と は 違った 神経 を 持って いた 訳です から、 

人間 を 一人 や 二人、 ソッと 見殺しに する 位の こと は、 

何とも 思わない 性格の 男に 相違ない のでした が、 しか 

し …… 何しろ 人跡 絶えた 山奥の 谿 谷で、 水の 音ば かり 

せきばく 

聞こえる 寂寞 境です からね。 そんな 処で 思いがけなく、 

まるはだか 

奇妙な 恰好 をした 丸裸 体の 人間 を 一 匹 撃ち 落した ので 

すから ね。 …… 何ともい えない 鬼気に 迫られた ので 

げきたん 

しょう。 四 五日 も かかって 遡った 急流 激潭 を、 タッタ 

一日で 走り 下って、 エサ ゥシ山 下の 谷 山 別荘に 帰り 着 

くと、 人知れず ホットし いしい、 ウイ スキ ー を 飲んで 



眠った もの だそう です。 

ところが その 翌る 朝の こと。 何 かしら 近所の 人々 の 

騒ぎ まわる 声が 耳に 這 入った ので、 何事 かと 思って A 

が 飛び起きて みると …… どうでしょう。 見覚えの ある 

私の 丸裸 体の 屍体が、 自分の 寝て いる 離れ座敷の 直ぐ 

下の、 石段の 処に 流れ着いて いるではありません か。 

…… その 時の 気味の 悪かった こと …… 。 あの 石 狩 川の 

上流で、 私 を 撃ち 落した 時 以上の ィャな 気持ちに、 

ゾ ー ッと 襲われた と 云います が、 それ はそう でした ろ 

う。 世に も 恐ろしい 因縁と 云えば 云える のです からね _ 

しかし その 屍体 を、 そのまん ま 知らん顔 をして 見逃 



がす こと は、 流石に A の 好奇心が 承知し ませんで した。 

のみならず、 その 屍体の 血色 や 何 かが、 何となく 違つ 

しろうとめ 

ている ことが、 素人 眼に も わかりました ので、 附近の 

者に 手伝わせながら、 気味 わる 気味 わる 石段の 上の 芝 

生に 引き上げて、 馳け 付けて 来た 医者と 一 緒に 介抱 を 

してお リ ますと、 そのうちに 意識 を 回復し かけた 私が、 

うわごと 

非常な 高熱に 浮かされながら、 盛んに 譫語 を 云い 初め 

たもの だそう です。 

ところが 又、 その 譫語のう ちに、 普通人に は チン プ 

ン、 カンプ ンの 囚人 用語が、 チヨ イチ ョィ 混って いる 

たち ま 

のに 気が付き ますと、 A は 忽ち、 今までの 恐怖 心理 か 



違える ような 青年に 生れ 変った の を 見ます と、 A の 気 

持が 又もや ガラリ と 一 変して しまいました。 …… とい 

うの は 外で もありません。 A は そこで、 一 つの ス テキ 

もない 巧妙な 金儲け を 思い付いた のでした。 つまり A 

リ ようき 

独特の 獵奇 趣味と、 冒険 趣味と を 兼ねた、 一 挙三 得の 

廃物利用 を 考え出しました ので、 そのまま グン ダンと 

仕事 を 運んで 行った ものでした。 

ほうら つ 

谷 山家の 内情 …… 特に 龍 代の 放埒の 底意 を、 ドン 底 

まで 看破いて おりました A は、 それから 一か八かの 芝 

居 を 巧みに 打って、 私 を 谷 山家の 養子に 嵌め込ん でし 

まう と、 いい加減な 口実 を 作って、 かなりの 金 を 龍 代 



から 絞り取った まま、 パッ タリと 消息 を 絶って しまつ 

たのです。 

しかも これ を 見た 龍 代 は、 愚かに も、 スッ カリ 安心 

してし まった ものでした …… というの は、 つまり A が 

自分の 註文 通りに、 どこか 遠い 処へ立 去った ものと 考 

えました からで、 こんな 点で は 龍 代 も、 普通の 金 持の 

子弟と 同様に、 お金の 力 を 過信す る 傾向が あつたので 

すね。 むろん 私に も それとなく 打ち明けて、 万事が 清 

算 済みに なった つもりで いたらし いのです が、 これが 

豈 計らん やの 思いき やでした。 なかなか それ 位の こと 

で 諦らめ 切れる A の 悪魔 趣味で はな か つたので す。 



モット モット 大きく、 私共 夫婦 を 中心とする 谷 山家の 

全体 を、 地獄の ドン 底に 落ちる 迄 絞り上げながら、 

高見の 見物 をして やろうと いう、 その 準備 計画の ため 

に、 ホンの 暫くの 間、 姿を晦 ましてい たものに 過ぎ ま 

せんでした。 

A は 先ず、 彼の 記憶に 残って いる 私の 言葉の 九州 

なまり 

訛と、 囚人 用語との 二つの 手 掛リを 目標に して、 探索 

の 歩 を 進むべく、 とりあえず 小 樽 タイ ムス を 飛び出し 

て、 九州 北部の 大都会、 福 岡 市の 片隅に 在る 小さな 新 

聞 社に 就職し ました。 そうして そこ を 中心に した 同県 



下の 警察 や、 新聞社 方面に 就いて、 私の 年齢に 相当し 

た 前科者 や、 失踪 者の 名前 を 根気よ く 探して まわった 

ものです が、 そのうちに 偶然に も、 福岡巿 の某大 新聞 

社に 保存して 在る、 六 七 年 前の 新聞の 綴込みの 中から 

「青年 剌客」 という 大 活字 を 添えた、 私ソッ クリの 大き 

な 写真版 を 発見した 時の A の 驚ろ きと 喜び は ドンナで 

したろう。 ほかの 新聞に 出て いた 囚人 姿 や、 学生 姿の 

に つ もうろう 

写真が 皆、 私に 似て も 肖 付かぬ 朦朧 写真 であった のに、 

タッタ 一 つ その 紙面に だけ 掲載され ていた、 私の 少年 

時代の 浴衣が けの ソレが 現在の 私に 酷似して いた こと 

は 何とい う 奇蹟で したろう。 



もはや 

しかも そこまで わかる と A の 仕事 は 最早、 半分 以上 

片付いた ような ものでした。 その 社の 整理 係の 連中に 

知れない ように、 精巧な 写真機 を 担ぎ込んで、 その 紙 

面ば かりで なく、 私の 生い立ち や、 脱獄の 記事 を 満載 

した 紙面まで も 残らず 複写して、 一 直線に 北海道に 

帰って来ました A は、 その後の 私の 動静 を、 詳細に 亙つ 

て 探り まわった 序に、 二人の 間に 愛の結晶が 出来 か 

けて いる 事実まで、 透かさず キャッチして しまいます 

と、 なお も 最後 的な 脅迫 材料 を摑 むべ く、 もう 一 度、 

ごく うち 

極 秘密の 裡に、 石 狩 川の 上流 を 探検に 出かけた もので 



彼 は モウ その 時には、 旭岳の 斜面の 一 軒 家が、 私の 

棲 家であった こと を 確信して いた ものでしょう。 です 

から そこまで 突 込んで、 何 かしら 動きの 取れない 材料 

を 摑んだ 上で、 今の 新聞紙 面 か 何かと 一緒に、 私へ 突 

つも リ 

付ける 心算 だ つたので しょう。 

ところが そこまで は A の 着眼が 百 一 一十 パ —セントに 

的中して いたので すから、 先ず先ず 大成功と 云っても 

よかった のです が、 それから 先が どうも ィケ ませんで 

した。 

さす か 

…… というの は 外で もありません。 流石に 悪魔 式の 

明敏な ァ タマ を 持って おりました A も、 ここで 一 つの 



小さな …… 実は 極めて 重大な 手 落 をして いる 事に、 気 

が 付かないで いるので した。 すなわち 樺 戸に 訪ねて 来 

ゆくえ 

ました、 女給の 久美 子の 行衛 について、 深い 考慮 を 払つ 

ていなかった ことで、 つまり 久美 子の ああした 行動 は、 

テツ キリ 活動 屋の 宣伝に 使われた ものとば かり 考えて 

いたのです。 そうして 久美子 自身 は、 新聞記事と 一所 

に 音 も 香 もな く 消え失せ たものと、 信じ 切って いたの 

です ね。 これ は 要するに A の 頭が、 アン マリ 冴え 過ぎ 

ていたと ころから 起った 間違いで したが、 しかも その 

お蔭で 折角の A の 計画が 実に 意想外と も、 ノンセンス 

とも 云いよう の 無い、 悲惨な 結果に 陥る ことにな つた 



護 を 受ける ようになり ますと、 世間 は 又 広い もので、 

意外に も その 骸骨 男 を 引取りた いという、 篤志家が 現 

われて 来ました。 

その 篤志家と いうの は、 東京の 目 黒に 在る 精神病院 

の 副 院長で、 その 当時 旭川に 帰省して いた、 何とかい 

う 富豪 の 医学士 でした が、 その 骸骨 男 … … すなわち A 

の 事 を 書いた 新聞記事の 切 抜 を 持って、 旭川 著に 出頭 

します と、 自分の 研究 材料と して A の 身柄 を 引取りた 

い 旨 を、 恭 しく 申出た もの だそう です。 もっとも 最 

初のう ちに A の 精神状態 を、 新聞記事 によって 判断し 

た その 医者 は、 極めて 著明な 色情 倒錯と 思って いた そ 



うで、 ス テキに 珍ら しい 実例と して、 論文の 材料に す 

るつ もり だ つたそう です が …… ちょうど 又、 警察で も 

願ったり叶ったりのと ころだった ので、 厄払いの つも 

りで、 よく 調べ もせずに 引渡した もの だそう です が… 

さす か 

…そうなる とそ こ は 流石に 専門家 だけあって、 催眠術 

や、 鎮静剤 を 巧みに 使い分けながら、 無事に 東京まで 

連れて来て、 自分の 受 持の 病室に、 首尾よく A を 監禁 

してし まいました。 そうして 半年ば かり 経過す るう ち 

に、 栄養が 十分に 付いて 来て、 云う 事が イクラ 力 筋 立 つ 

て 来た 頃 を 見 計って、 なだめつ 賺 かしつしながら 色々 

と 事情 を 聞き 訊し て みます と …… 色情 倒錯 ど ころの 騒 



ぎで はない。 大変な 事実 を A は 喋舌リ 初めた のです。 

A は その 副 院長の 前で、 谷 山家の 秘密 を 洗い 渫ぃサ 

ラケ 出した ばかりでなく、 自分の 発狂の 真 原因まで も 

思い出して、 アツ サリ 白状して しまった のでした。 

A は 石 狩 川の 上流 を 探検して、 千辛万苦の 末に、 よ 

うようの 事で 旭岳の 麓の 私の 留守宅 を 探し 当てた ので 

もはや 

す。 そうして 最早、 スッ カリ 原始 生活に 慣れ 切って い 

る久美 子と、 四 人の 子供達が、 澄み切った 真夏の 太陽 

まるはだか た わむ 

の 下で、 丸裸 体の まま 遊び 戯れて いる 姿 を、 そこいら 

カレ ま 

のトド 松の 蔭から、 心 ゆく まで 垣間見た 訳です が、 そ 



の 時の A の 驚き は ドンな でしたろう。 夢にも 想像し 得 

なかった 神秘的な 光景に 接して、 開いた 口が 塞がらな 

かった 事でしょう …… のみならず そこで ャッ トー 切の 

事情 を 呑み込んだ A は、 懐中して いた 新聞紙 面の 複写 

の 中に 在る 久美 子の 写真と、 実物と を 引き合わせ てみ 

た 時の 喜び は 又 ドンナで したろう。 これ こそ 谷 山家の 

一 切 合 財 を、 地獄の ドン 底まで 突き落す に 足る 大 発見 

とどろ 

と 思って、 胸 を 轟かした に 違いありません。 …… そ 

の 時まで はま だ 龍 代が 自殺して いなか つ た 害です から 

ね …… 。 

けれども A はこ こで 又、 第二 段の 失策に 足 を 踏み か 



けて いる ことに 気付きませんでした。 つまり A は そこ 

で、 久美 子と 子供達の 写真 を、 何枚 か 撮った だけで、 

ひとま 

一先ず 探険 を 切上げて 来れば よかった のです が、 そう 

しなかった のが A の 運の 尽きでした。 …… もっとも そ 

のよう な、 エロと も グロと も 形容の 出来ない スバ ラシ 

ィ 情景 を、 遠くから 眺めた まま 引返す というよ うな こ 

と は、 新聞記者 根性の A にと つて 絶対に 不可能な 事 

だった かも 知れません。 或は その エロ. グロの 

女 主人公に 対して、 A 一 流の 冷酷な 野心 を 起した もの 

かも 知れません が、 とにかく 吸い 寄せられる ように フ 

ラフラと なった A は、 吾れ 知らず 熊笹 を 押し分け なが 



久美 子が、 力— キ 色の 登山 服に、 ライフル を 担いだ A 

の 姿 を チラ リと 見る や 否や、 おなじ 監獄からの 追跡者 

と 早合点し たの は 無理 もない 話でしょう。 …… 何の 気 

もな く 五 連発の 旋条銃 を 担いで、 フキゃ イタ ドリの 深 

草 を 潜りながら、 一軒屋に 近付いて 行った A は、 背後 

から 不意 打に、 猛獣み たような 者に 飛び付かれ たので、 

アット 思う 間もなく 飛び退いて みると、 そこに は タツ 

ライフル まるはだか 

タ今 奪い取った ばかりの 旋条銃 を 構えた、 全裸体の 女 

が、 物凄い 見 幕で 立ちはだかつ ている。 幸いに して 引 

金の 転 把が 上がって いなかつ たので、 ダムダム弾の 連 

発 を 喰らわされる 事 だけ は 助かった 訳です が、 それに 



しても 女の 見 幕の 恐ろし さに は、 流石の A も 震え 上つ 

たのでしょう。 女が 転 把の 上げ 方 を 知らないで、 

ま ご ま ご すき 

間 誤 間 誤して いる 隙 を 狙って、 一足飛びに 逃げの くと、 

あとから 銃身 を 逆手に 振 上げた 女が、 阿修羅の ように 

髪 を 逆立てて 逐蒐 けて 来る。 その 恐ろし さ …… 道 も わ 

からない 藪 畳 や、 高 草の 中 を 生命 限りの 思いで 逃げ 

出して 行っても、 相手 は ソン ナ処に 慣れ 切って いる 半 

野生 化した 女です から、 それ こそ 飛ぶ ような 早 さです。 

おまけに ドウしても A をタ タキ 倒して、 息の根 を 止め 

なければ ならぬ。 …… 子供の 安全 を 計らなければ なら 

ぬと 思い詰めた、 母性愛の 半狂乱で 飛び かかって 来る 



のです からた まりません。 

息 も 絶え絶えの まま 野 を 渡り 山 を 越えて、 方角 も 何 

も 判然ら なくなって しまっても、 まだ ザ ヮザヮ と 追い 

かけて 来る 音が する …… と 思う うちに 思い も かけぬ 横 

かざ はだか 

あいから、 銃身 を 振り翳した 裸体 女が、 ハヤ テ のよう 

に 飛び出して 来る。 驚いて 崖から 転がり 落ちる と、 女 

も 続いて ム ササビ のように 飛び降りる。 小川 を 躍リ越 

びんしょう 

せば 女 も 飛び越す。 それが 男よりも ズット 敏捷で、 

むこうみず ぎょうてん 

向不 見と 来て いるので すから、 A はィ ョィョ 仰天 して 

うち 

悲鳴 を 揚げながら 逃げ 迷う。 その 中に 日暮れ 方になる 

と、 女 は ャット 転 把の 上げ 方 を 会得した らしく、 数十 



間う しろから 立て続けに 二三 発 撃ち 出し ましたが、 そ 

の 最後の 一 発が 思いがけなく、 A の 帽子 を 弾ね 飛ばし 

きもた まし い 

たので ィョィ ョ肝魂 も 身に 添わ なくなった A は、 そ 

れ こそ 死に物狂いの 無我夢中 になって、 夜と なく 昼と 

なく 裸体 女の 幻影に 脅やかされながら、 人跡未踏の 高 

原 地 を さまよい 初めました。 

日が 暮れて、 夜が 明けても、 まだ 女が 追 掛けて 来る 

らしい 風の 音が、 四方八方に 聞こえる。 息 も 絶々 に疲 

れて 打ち 倒れても、 睡 ると すぐに ライフルの 音が 聞え 

たり、 女の 乱髪が 顔 を 撫でたり する。 そこで 又も、 夢 

うつつの まま 起き 上って、 青天井 や 星空の 下 をよ ろめ 



きま わると いう、 世に も 哀れな 状態に なって しまい ま 

した。 そうして どこ を、 ドウ 抜けて 来た もの か 野 垂死 

ミ ィ ラ 

もせずに、 生きた 木乃伊と 同様の 浅ましい 姿で、 旭川 

の 町に さまよい 出る と、 裸体 女が 眼に 付く たんびに 飛 

び 上 つ て 悲鳴 を あげる。 そうかと 思う とど こへ でも 蚯 

け 込んで、 

「 …… タ …… 大変 だ …… 谷 山家の 重大 秘密 だ …… 二重 

結婚 だ …… 脱獄囚の 妻 だ …… 天女の 姿 をした 猛獣 だ… 

…」 

なぞと ァ ラレ もない 事 を 口走る ようにな つた …… と 

いうの が A の 発狂の 真相だった のです。 



…… ところで この 真相 を 聞き出した 今の 精神病院の 

副 院長 は、 最初のう ち 半信半疑だった と 申します が、 

しま 

それ は 当然の 事だった でしよう。 初めから 終い まで 非 

常識 を 通り越した 事実ば かりです からね。 …… しかも 

念のために 病院に 保管して 在った A の ボロボ 口の 登山 

服 を 調べて みると …… ドウでしょう。 A の 言葉が 一 言 

一 句、 真実に 相違ない 事 を 証明す るに 十分な、 畑中昌 

夫と 谷山秀 麿の 戸籍謄本 や、 新聞紙 面の 複写 フィルム 

を、 内ポケットから 探し出した ばかりでなく、 メ チヤ 

メ チヤに 壊れた A の カメラの 中に、 タッタ 一枚 無事に 

残って いた、 私の 妻子の グロ 写真 を 現像す る 事にまで 



成功した ではありません か。 

副 院長 は そこで 初めて、 A の 精神 異常の回復が、 谷 

山家の 重大問題 となる であろう 事実に 気が付い たもの 

でした。 そこで 早速、 私に 宛てた 至急 親展で、 事の ァ 

ラマ シを 通知して、 事実 かどう か を 問い合わせて 来た 

訳です が、 その 手紙 を 受取った 時には 私 も、 思わず シ 

インと なり ましたよ。 

むろん その 手紙に は、 学術 研究の ために 問合せる の 

だから、 仮令 事実で あっても 絶対 秘密に する …… 云々 

お つ てがき 

という 追而 書が 添えて ありまし たし、 問題の 龍 代 も、 

最早 トツ ク にお 位牌に な つ ていた 時分の ことです から、 



私の 心配 も 半分 以下で 済んだ ような もので したが、 し 

かし、 それにしても 重大問題に は 相違 無い ので、 取る 

もの も 取りあえず 上京して 目 黒の 精神病院 を 訪問して 

みます と …… 又も シ インと する ほど 脅かされ たので 

した。 頑丈な 鉄の 檻の 中に 坐り込ん でいた、 患者 姿の 

A は、 とりあえず 見舞いに 来た 私の 顔 を、 ハツ キリと 

記憶して いたば かりで なく、 何やら 訳の わからない 

かみきれ つじつま 

紙片 を 鉄棒の 間から 突出しながら、 辻 棲の 合わない 脅 

迫め いた 文句 を、 私に 向って 浴びせ かける では ありま 

かみきれ 

せんか。 むろん その 紙片 は、 私の 事 を 書いた 新聞の 複 

写 か 何かと 思い込ん でいた ものに 違い無い のです が… 



私 は その 複写 拡大 紙面の 実物と、 ブロマイドに 焼 付 

けられた 妻子の グロ 写真と を 並べて、 副 院長の 自室で 

見せても らい ましたが、 それ を 見て いるう ちに 初めて 

自分の 過去の 記憶 を 電光の ように 呼び 起す 事が 出来 ま 

した 私 は、 あんま リ 烈しい ショック を 受けました ため 

に、 一時 失神 状態に 陥って しまった ものです。 

しかし 間もなく、 副 院長の 介抱に よって 正気に 帰り 

ますと、 私 は、 すぐに 非常な 勇気 を 奮い起しまして、 

なお 

A が 自白した 一 切の 事実 を 確認し ました 上に、 尚 足り 

ない ところ を 詳細に、 副 院長の 前で 補足して しまい ま 



した。 そうして A の 一身に 関する 相当の 保護 を 依頼す 

ると 同時に、 私の 前身 を 公表す るかし ないかと いう 重 

大な 判断 は タッタ 一 つ …… 副 院長の 自由意志に 一 任し 

はんきち が い 

まして、 その 旨 を 半 狂人の A に 詳しく 云い 聞かせます 

と、 そのまま 北海道に 引上げて しまいました。 これ は 

申す まで もな く、 万一、 私の 前身が 公表され ました 場 

合、 落 付いて 刑に 就くべく 心 用意 をして おくた めでし 

た。 …… いくら 他人の 秘密 を預 るの が 商売の 精神病 医 

にぎ つぶ 

でも、 これ 程の 秘密 を 握り潰す の は、 容易な 事で ある 

まいと 思いました からね。 



ェ ヅ 可. です つ て 。 

私の 話が トン チン カンです つて …… 。 

これ は 怪しからん。 どこが トン チン カンです か。 私 

は 立派に 順序 を 立てて お話しして いるつ もりです が… 

何です か …… その 新聞記者の A という 男の 本名 は、 

まだ 思い出さな いかって 仰 有る のです か …… サァ。 そ 

れが まだ 思い出せな いのです が … … モウ ジキに 思い出 

すだろうと 思 つ てい るんで すが …… 。 

…… オヤ …… 何故お 笑いになる のです か。 

へェ。 ここが その 目 黒の 病院なん です か。 へ エツ。 



それじゃ A 君 もこ こに 居る 訳です ね。 へェ —— ッ。 ほ 

ん とうに 居る のです か。 …… ちっとも 知らなかった。 

イツ タイ どこに …… 。 

ェ ッ。 …… ここに 居る …… 。 

…… ナ …… 何です か …… 私が その 新聞記者の A だと 

仰 有る のです か。 御 冗談ば かり …… 私 は 只今 も 申し ま 

した 通り、 谷 山家の 養嗣子 秀 麿です が。 その 久美 子と 

いう、 猛獣 天女の 亭主に 相違ない のです が …… 龍 代と 

一 一重 結婚 をした ァノ 白痴 同様の …… 。 

エツ。 その 秀麿 …… 谷 山家の 養子に なった 私が、 こ 

こに 入院した 原因 をお 尋ねになる のです か。 そ …… そ 



れは その …… その 発狂 当時の 事です から チ ヨット 思い 

出し かねる のです が …… 。 

…… お笑いに なつち や 困ります。 鏡なん か 見なく 

たって いいです。 自分の 顔 は 自分で ちゃんと 知って お 

り ま ^9 

…… ナ …… ナ …… 何と 仰 有る のです か。 その 谷山秀 

麿 は、 今でも やはり 谷 山家の 養子に なって、 盛んに 事 

業界に 活躍して いる。 後妻に は 山の 中から 久美 子を迎 

え 出して、 谷 山 夫人 を 名乗らし ている …… そ …… それ 

あ 怪しからん じ やないで すか …… 二人 は 今後、 絶対に 

人間 世界に 帰らない と 云って、 あれ 程 固く 約束して い 



たのに …… ィャ ィャ。 私の 想像なん かじゃな いのです。 

事実に 相違ない のです。 実に …… ジッに 怪しからんで 

すな あ …… 。 

へェ。 何です つて …… ここの 副 院長から 与えられた 

暗示で、 美事に 過去の 記憶 を 回復した 谷 山秀麿 は、 北 

海道に 引返してから 間もなく、 副 院長の 誠意 を 籠め た 

手紙 を 受取った ので、 ホット 一 息 安心す る ことが 出来 

た。 そうして A の 一生涯 を、 病院で 飼 殺しに して もら 

うように、 折返して 返事 を 出す と、 すぐに タッタ 一 人 

うち 

で 極 秘密の 裡に、 旭岳の 麓へ 久美子 を 迎えに 行った の 

さすが 

です か。 へェ …… そこで 流石の 猛獣 天女だった 久美子 



かった。 どこかに 辻 棲の 合わない 処が あつたんだ …… 。 

ョ オシ …… 今度 こそ は …… 。 

きの-つ 

エツ。 昨日 も 僕が 同じ 話 をし に 来たんで すって …… 

一 昨日 も …… ズット 前から 何度も 何度も …… ァノ 僕が 

…… へェ …… 。 だから 先生の 方で も、 谷 山さん に 頼ま 

れた 通りに、 繰り返し 繰り返し 詳しい 事情 を 説明して、 

ャキ モキし ないように 云って 聞かせて いるが、 ドウし 

て も わからない …… 僕が です か …… へェ。 おまけに 自 

分の 事と、 他人の 事と を チャン ポン にして 考えた リす 

るので、 話が だんだん トン チン カンに なって 来る。 だ 

から 君の ァ タマ はタシ 力で ない。 谷 山家の 事なん か 忘 



ァソヽ ヅ ヽ ッハ ヅハ ッハ ッハ ッハ ッ 。 

ーノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 

ああ ァ —— ヅ。 くたびれた アツ …… ト …… 。 

ねえ 先生 …… 話し 賃に 煙草 を 一 本 下さいな _ 

…… オヤ ァ —— ッ。 誰も 居 やがらね え …… 。 

ここ は 監房の 中 だ …… おかしい な。 俺ぁサ ツキから 

一 人で 饒舌って たの かな …… フ ー ン …… イツ タイ 何 を 

饒舌って たんだろう …… 。 

…… 桐の 花が、 あんなに 散って やが る 。 

…… アツ …… 忘れて いた ッ 。 

俺 あ 龍 代に 復謦 する つもり だつ たんだ …… 彼女 は 俺 



ひじてつ わたし 

に 肱 鉄 を 喰わせ やが つたんだ …… 妾 をォモ チヤに す 

るつ もリ …… つて 冷笑 しゃがつ たんだ。 だから その 通 

りに してやつ たんだ。 前科者 を 亭主に 持た して、 一泡 

吹かして くれようと 思った のが、 間違って コンナ 事に 

なって しまったんだ。 あべこべに 俺が キチ ガイ 扱い さ 

れる 事に なつたん だ。 

ェ エツ …… コンナ 篦棒な …… 不公平な …… 。 

俺 あ 谷 山家に 怨みが あるんだ。 ココを 出して くれ。 

あ ま 

不法監禁 だぞ 畜生 … … ドウス ルカ 見ろ … … 龍 代の 阿 魔 

…… 。 出して くれ 出して くれ 出して くれ くれ くれ …… 

出して くれ ッ …… 。 出して …… くれ ェェェ —— ヅ …… - 
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